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第 221回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

良い面を見て、前向きに生きる 〜 現実逃避とは違う 〜 

 

2023年 12月 12日 本郷通りの美しいイチョウの木を眺めながら順天堂大学に寄った。 

それから、新渡戸稲造記念センター＞淀橋教会での『がん哲学外来メデイカル・カフ

ェ＠よどばし』に赴いた(添付)。 順天堂大学で偶然、新渡戸記念中野総合病院理事

長・病院長入江徹也先生の医師である息子様にお会いした。 真摯な姿勢には、大い

に感動した。 

 

第 109回の『がん哲学外来メデイカル・カフェ＠よどばし』では、個人面談 

の機会が与えられた。 その後、参加者から多数の質問を頂いた。 

 

父を看取った時より 思っていることですが、父は入院して一か月で亡くなりました。 父

は、『もうこれで十分』と思って死んでいったように思えます。自分で命の灯を消すこと

も、燃やすこともできると思われますか。 

 

人に頼まれたことを断れない性格です。 断ると、何か相手を否定してしまっているような

気持になります。 でも、しっかりと伝える必要もあると感じます。 相手を傷つけず、断

る言葉が、何かありますか。 

 

『少女ポリアンナという物語で、いつも物事を 前向きに捉えて明るく生きている主人公の

ポリアンナから、ポリアンナ症候群という心理学用語があると聞きました。 これは、現実

逃避的な自己満足に陥る症状だと言います。 でも、物語のポリアンナは、現実逃避とは違

う気がします。 良い面を見て、前向きに生きることと、現実逃避の違いを教えてください。 

 

先生が手紙に、引用を多く書かれるということが 心に留まりました。 これも、言葉の処

方箋ですね。 今日も、どんな質問にもお答えくださり、ありあとうございます。 

 

などなど 25を超える多数の質問・コメントを頂いた。 筆者は、全力を尽くして答えた。 大

変充実した有意義な貴重な時なった。 ただただ感謝である。 
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